
堺市西区築港新町３丁１番地９号 

三菱マテリアル株式会社　堺工場

工場長　服部　芳明

瀬戸内海環境保全特別措置法に

基づく事前評価に関する書面



1. 工場又は事業場の概要

工 場 又 は 事 業 場

の 名 称

工 場 又 は 事 業 場

の 所 在 地

（全 社） 5,315人

（当工場） 189人

産 業 分 類

（ 中 分 類 ）

工 場 又 は 事 業 場

の 特 定 施 設

(番号、名称、基数)

排 出 水 の 量

汚 水 等 の

処 理 の 方 法

2. 許可申請書の概要及びその理由

合併浄化槽：

従業員数の増加に伴い、既存の浄化槽をより大容量のものへ変更。

合併処理施設(活性汚泥法)、凝集沈殿施設、油水分離槽

当事業所では、銅および銅合金関連製品の需要増加に対応するため、生産能力の

増強を計画しております。これに伴い、以下の設備を新たに設置・変更いたします。

冷却塔設備：

生産設備の増設に伴い、冷却水の処理能力を確保するため、新たに1基設置。

２４
非鉄金属製造業

 主  要  商  品  名
銅ビレット・ケーク、銅
荒引線、銅ボール

第63号　ホ　排ガス洗浄施設　及び　1基
第65号　　　酸又はアルカリによる表面処理施設　1基

通常　　　　　　1168　m
3
/日 最大　　　　　　　1550  m

3
/日

三菱マテリアル株式会社　堺工場

大阪府堺市西区築港新町３丁１番地９号

資 本 金 119,457百万円  従業員数



3. 工場又は事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値、

　当該排出水の一日当たりの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量

　　　　　       区　分 現　　　状 設置（変更）後 負荷量の

 項　目 通　常 最　大 負荷量
＊ 通　常 最　大 負荷量

＊ 増　 減

 排水量（ｍ
3
/日） 1127 1397 1168 1550

 ｐ Ｈ 6.0～8.0 5.8～8.6 6.0～8.0 5.8～8.6

 ＢＯＤ（ｍg/ｌ） 7.0 10.1 9.779 7.0 10.1 10.850 1.071
 ＣＯＤ（ｍg/ｌ） 7.0 16.0 9.779 7.0 16.0 10.850 1.071
 Ｓ Ｓ （ｍg/ｌ） 5.8 7.0 8.103 5.8 7.0 8.990 0.887
 Ｔ－Ｎ（ｍg/ｌ） 2.3 7.2 3.213 2.3 7.2 3.565 0.352
 Ｔ－Ｐ（ｍg/ｌ） 0.2 0.7 0.279 0.2 0.7 0.310 0.031
 ｎ-Hex（ｍg/ｌ）※1 <1.0 3.0 1.397 1.0 3.0 1.550 0.153
 Cu（ｍg/ｌ） 1.0 1.3 1.397 1.0 1.3 1.550 0.153
 大腸菌数（CFU/100ml） 0.0 0.0 - 0.0 0.0 - -
アンモニア等（ｍg/ｌ） - - - 0.92 1.1 1.426 -

 排水量（ｍ
3
/日）

 ｐ Ｈ
 ＢＯＤ（ｍg/ｌ）
 ＣＯＤ（ｍg/ｌ）
 Ｓ Ｓ （ｍg/ｌ）
 Ｔ－Ｎ（ｍg/ｌ）
 Ｔ－Ｐ（ｍg/ｌ）
 ｎ-Hex（ｍg/ｌ）
 大腸菌数（CFU/100ml）

 排水量（ｍ
3
/日）

 ｐ Ｈ
 ＢＯＤ（ｍg/ｌ）
 ＣＯＤ（ｍg/ｌ）
 Ｓ Ｓ （ｍg/ｌ）
 Ｔ－Ｎ（ｍg/ｌ）
 Ｔ－Ｐ（ｍg/ｌ）
 ｎ-Hex（ｍg/ｌ）
 大腸菌数（CFU/100ml）

　負荷量
＊

 （Kg/日） 〓 最大排水量（m
3
/日） × 通常水質（ｍg/l）×10

3

排
水
口

№
１
排
水
口
　
冷
却
水
合
流
後

※1 n-Hexの通常の値は<1.0であるが、負荷量を算出するため1.0で計算



4. 工場又は事業場の排水口の位置及び数並びに汚水等の処理系統

 (1) 排水口の位置及び数

別 図　①　　　のとおり　　　　1本（うち雨水専用　　　０　本）

 (2) 汚水等の処理系統

別 図　➁　　　のとおり　　　　

5. 工場又は事業場の排水口周辺の公共用水域について定められている水質汚濁に係る
　環境基準その他の水質汚濁に係る環境保全上の目標に関する事項

 (1) 排水経路（別図　➂　　　参照）

 環 境 基 準 点

 環 境 基 準 類 型

 (2) 人の健康の保護に関する項目

0.003 検出され 0.01 0.02 0.01 0.0005 検出され

 mg/L 以下 ないこと  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下 ないこと

1,2-ｼﾞｸﾛﾛ 1,1-ｼﾞｸﾛﾛ ｼｽｰ1,2ｰｼﾞ 1,1,1-ﾄﾘ
ｴﾀﾝ ｴﾁﾚﾝ ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ｸﾛﾛｴﾀﾝ

検出され 0.02 0.002 0.004 0.1 0.04 1
ないこと  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下

1,1,2-ﾄﾘ ﾃﾄﾗｸﾛﾛ 1,3-ｼﾞｸﾛﾛ
ｸﾛﾛｴﾀﾝ ｴﾁﾚﾝ ﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

0.006 0.01 0.01 0.002 0.006 0.003 0.02
 mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下

硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素

0.01 0.01 10 0.8 1 0.05
 mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下  mg/L 以下

 備 考： 海域については、ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。

 (3) 生活環境の保全に関する項目

 海 域  （ 類型 ： 　C　）  （ 類型 ： 　Ⅳ　）

項 目 ｐ Ｈ ＣＯＤ Ｄ Ｏ 大腸菌数 油 分 等 Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ

7.0以上 8 2 ― ― 1 0.09

8.3以下  mg/l 以下  mg/l 以上 CFU/100ml 以下  mg/l 以下  mg/l 以下  mg/l 以下

 河 川 ・ 海 域  （ 類型 ：　生物A　　　）

項 目 全亜鉛 ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ LAS

0.02 0.001 0.01

 mg/l 以下  mg/l 以下  mg/l 以上

② 　その他

特になし

 排出先の河川・海域名 堺泉北港西

C

　C-4　　　東経　135°23’　32”　　北緯　34°33’　42”

基準値

 （４）その他の水質汚濁に係る環境保全上の目標

① 　ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類対策特別措置法に基づく環境基準

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 　　　　１pg-TEQ/L

項 目 ｶ ﾄﾞﾐ ｳ ﾑ 全 ｼ ｱ ﾝ 鉛 六 価 ｸ ﾛ ﾑ 砒  素 総 水 銀 ｱﾙｷﾙ水銀

基準値

項 目 ＰＣＢ ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 四塩化炭素

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝﾍﾞﾝ ｾﾞﾝ ｾ ﾚ ﾝ ふ っ 素

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞｼ ﾏ ｼﾞﾝ

基準値

基準値

項 目 ほ う 素

基準値

項 目 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾁ ｳ ﾗ ﾑ

基準値



(汚濁負荷量が増加する場合)

６. 周辺公共用水域の水質の現況その他当該水域の現況に関する事項

 (1) 周辺公共用水域の水質の現況（負荷量が増大する場合）

採水機関名 株式会社ＭＩＺＵＫＥＮ

分析機関名 株式会社ＭＩＺＵＫＥＮ

（海 域）

項　 目 BOD COD S S T-N T-P n-Hex 大腸菌数 Cu
アンモニア、アン
モニウム、亜硝
酸、硝酸化合物

　日 　時 ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ （CFU/100ml） ｍg/ｌ ｍg/ｌ

表 層 7. 4 2. 9 4. 1 4 1. 20 0. 099 <0. 5 6. 0×10¹ <0. 005 0. 6

4 中 層 7. 7 1. 8 3. 6 1 0. 58 0. 057 <0. 5 3. 9×10¹ <0. 005 0. 2

月 表 層 7. 5 1. 9 4. 5 2 0. 99 0. 088 <0. 5 7. 6×10¹ <0. 005 0. 5

23 中 層 7. 7 1. 8 3. 3 3 0. 82 0. 069 <0. 5 6. 2×10¹ <0. 005 0. 3

日 表 層 7. 6 2. 6 3. 8 1 0. 89 0. 075 <0. 5 4. 2×10¹ <0. 005 0. 4

中 層 7. 7 1. 6 3. 6 1 0. 68 0. 053 <0. 5 1. 8×10¹ <0. 005 0. 3

7. 4～7. 7 2. 10 3. 82 2. 0 0. 860 0. 0735 <0. 5 4. 95×10¹ <0. 005 0. 38

表 層 7. 8 3. 1 3. 7 5 1. 20 0. 085 <0. 5 7. 7×10¹ <0. 005 0. 6

4 中 層 7. 8 1. 9 4. 2 1 0. 71 0. 053 <0. 5 2. 6×10¹ <0. 005 0. 3

月 表 層 7. 8 1. 9 4. 3 2 0. 91 0. 071 <0. 5 4. 4×10¹ <0. 005 0. 4

23 中 層 7. 8 2. 4 3. 9 1 0. 80 0. 057 <0. 5 3. 4×10¹ <0. 005 0. 3

日 表 層 7. 8 2. 1 4. 2 1 0. 81 0. 063 <0. 5 1. 1×10¹ <0. 005 0. 4

中 層 7. 8 1. 6 3. 4 1 0. 59 0. 050 <0. 5 1. 5×10¹ <0. 005 0. 2

7. 8 2. 17 3. 95 1. 8 0. 837 0. 0632 <0. 5 3. 45×10¹ <0. 005 0. 37

表 層 7. 8 2. 5 4. 2 1 1. 10 0. 076 <0. 5 4. 6×10¹ <0. 005 0. 6

4 中 層 7. 9 1. 4 3. 8 1 0. 77 0. 061 <0. 5 2. 1×10¹ <0. 005 0. 4

月 表 層 7. 8 2. 7 4. 5 1 1. 00 0. 087 <0. 5 1. 7×10¹ <0. 005 0. 6

23 中 層 7. 9 2. 1 3. 0 1 0. 79 0. 071 <0. 5 1. 9×10¹ <0. 005 0. 3

日 表 層 7. 9 2. 5 3. 4 6 0. 81 0. 066 <0. 5 3. 3×10¹ <0. 005 0. 4

中 層 7. 9 2. 0 4. 4 2 0. 76 0. 063 <0. 5 2. 5×10¹ <0. 005 0. 3

7. 8～7. 9 2. 20 3. 88 2. 0 0. 872 0. 071 <0. 5 2. 68×10¹ <0. 005 0. 43

表 層

中 層

月 表 層

中 層

日 表 層

中 層

～

：

平　　均

2回目

3回目

3回目

平　　均

r

p H

：

：

測定年月日　　　2025年　4月　23日から　　　　2025年　　6月　　13日まで（ 　4日間）

1/3r

2/3r

平　　均

1回目

2回目

測地点名

1回目

2回目

3回目

平　　均

1回目



(汚濁負荷量が増加する場合)

（海 域）

項　 目 BOD COD S S T-N T-P n-Hex 大腸菌数 Cu
アンモニア、アン
モニウム、亜硝
酸、硝酸化合物

　日 　時 ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ （CFU/100ml） ｍg/ｌ ｍg/ｌ

表 層 8.1 3.0 4.8 1 0.62 0.092 <0.5 3.2×10¹ <0.005 0. 2

5 中 層 8.0 2.2 4.4 1 0.37 0.065 <0.5 1.4×10¹ <0.005 <0. 1

月 表 層 8.2 3.8 5.7 2 0.47 0.071 <0.5 3.0×10º <0.005 <0. 1

9 中 層 8.1 3.3 4.2 3 0.37 0.066 <0.5 7.0×10º <0.005 <0. 1

日 表 層 8.3 5.8 5.1 2 0.57 0.082 <0.5 2.5×10² <0.005 <0. 1

中 層 8.3 5.4 5.0 1 0.51 0.071 <0.5 3.0×10º <0.005 <0. 1

8.0～8.3 3.92 4.87 1.7 0.485 0.0745 <0.5 5.15×10¹ <0.005 0. 12

表 層 8.2 2.9 4.4 2 0.52 0.068 <0.5 1.7×10¹ <0.005 0. 1

5 中 層 8.1 2.6 5.2 2 0.38 0.063 <0.5 6.0×10º <0.005 <0. 1

月 表 層 8.3 4.2 5.5 2 0.44 0.064 <0.5 6.0×10º <0.005 <0. 1

9 中 層 8.2 4.1 4.6 2 0.42 0.065 <0.5 <1.0×10º <0.005 <0. 1

日 表 層 8.3 5.0 5.7 2 0.48 0.070 <0.5 <1.0×10º <0.005 <0. 1

中 層 8.3 4.8 4.7 2 0.46 0.067 <0.5 <1.0×10º <0.005 <0. 1

8.1～8.3 3.93 5.02 2.0 0.450 0.06620 <0.5 5.33×10º <0.005 0. 1

表 層 8.2 3.1 4.5 6 0.47 0.066 <0.5 2.4×10¹ <0.005 0. 1

9 中 層 8.1 2.5 4.2 8 0.35 0.061 <0.5 8.0×10º <0.005 <0. 1

月 表 層 8.2 3.2 4.4 5 0.32 0.059 <0.5 5.0×10º <0.005 <0. 1

13 中 層 8.2 3.3 4.5 2 0.32 0.067 <0.5 4.0×10º <0.005 <0. 1

日 表 層 8.3 5.0 5.5 2 0.45 0.066 <0.5 <1.0×10º <0.005 <0. 1

中 層 8.3 4.2 4.5 2 0.37 0.063 <0.5 3.0×10º <0.005 <0. 1

8.1～8.3 3.55 4.60 4.2 0.380 0.0637 <0.5 7.50×10º <0.005 0. 1

表 層

中 層

月 表 層

中 層

日 表 層

中 層

～

2/3r

測地点名

1回目

2回目

3回目

平　　均

1/3r

平　　均

p H

3回目

2回目

3回目

平　　均

1回目

2回目

1回目

r

平　　均

：

：

：



(汚濁負荷量が増加する場合)

（海 域）

項　 目 BOD COD S S T-N T-P n-Hex 大腸菌数 Cu
アンモニア、アン
モニウム、亜硝
酸、硝酸化合物

　日 　時 ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ （CFU/100ml） ｍg/ｌ ｍg/ｌ

表 層 8.1 1.0 5.7 7 0.95 0.140 <0.5 1.3×10³ <0.005 0. 4

5 中 層 8.0 1.1 5.0 4 0.70 0.110 <0.5 1.2×10³ <0.005 0. 2

月 表 層 8.2 1.8 7.2 9 1.00 0.160 <0.5 1.2×10³ <0.005 0. 4

26 中 層 8.0 0.5 5.2 7 0.79 0.130 <0.5 1.1×10³ <0.005 0. 3

日 表 層 8.4 1.5 7.0 10 1.00 0.140 <0.5 1.1×10³ <0.005 0. 4

中 層 8.1 0.7 4.4 5 0.70 0.110 <0.5 9.1×10² <0.005 0. 2

8.0～8.4 1.10 5.75 7.0 0.857 0.1320 <0.5 1.14×10³ <0.005 0. 32

表 層 8.1 <0.5 5.0 6 0.92 0.130 <0.5 1.3×10³ <0.005 0. 4

5 中 層 8.0 0.7 4.3 6 0.79 0.120 <0.5 1.1×10³ <0.005 0. 3

月 表 層 8.2 1.3 5.1 8 0.92 0.130 <0.5 1.2×10³ <0.005 0. 4

26 中 層 8.1 1.0 4.7 6 0.84 0.120 <0.5 8.3×10² <0.005 0. 3

日 表 層 8.5 1.6 7.0 8 0.99 0.130 <0.5 1.1×10³ <0.005 0. 4

中 層 8.1 0.8 4.0 5 0.73 0.110 <0.5 7.5×10² <0.005 0. 2

8.0～8.5 0.98 5.02 6.5 0.865 0.1230 <0.5 1.05×10³ <0.005 0. 33

表 層 8.1 0.8 5.9 7 0.95 0.140 <0.5 1.1×10³ <0.005 0. 4

5 中 層 8.0 1.0 5.0 4 0.71 0.110 <0.5 1.0×10³ <0.005 0. 3

月 表 層 8.2 2.3 6.1 7 1.00 0.140 <0.5 9.6×10² <0.005 0. 4

26 中 層 8.0 0.6 4.7 3 0.62 0.100 <0.5 7.2×10² <0.005 0. 2

日 表 層 8.5 2.5 6.3 7 1.00 0.140 <0.5 6.9×10² <0.005 0. 4

中 層 8.2 1.2 5.5 6 0.85 0.120 <0.5 6.6×10² <0.005 0. 3

8.0～8.5 1.40 5.58 5.7 0.855 0.1250 <0.5 8.55×10² <0.005 0. 33

表 層

中 層

月 表 層

中 層

日 表 層

中 層

～平　　均

1回目

2回目

3回目

平　　均

p H

平　　均

：

：

3回目

2回目

測地点名

2回目

1回目

：

r

1回目

2/3r

3回目

1/3r

平　　均



(汚濁負荷量が増加する場合)

（海 域）

項　 目 BOD COD S S T-N T-P n-Hex 大腸菌数 Cu
アンモニア、アン
モニウム、亜硝
酸、硝酸化合物

　日 　時 ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ ｍg/ｌ （CFU/100ml） ｍg/ｌ ｍg/ｌ

表 層 8.8 7.8 7.2 4 1.10 0.150 <0.5 3.6×10¹ 0.007 0. 3

6 中 層 8.3 3.8 5.4 2 0.76 0.100 <0.5 5.6×10¹ <0.005 0. 2

月 表 層 8.6 6.6 7.4 4 0.89 0.110 <0.5 7.4×10¹ 0.007 0. 1

13 中 層 8.2 2.7 4.7 3 0.56 0.090 <0.5 6.6×10¹ <0.005 0. 1

日 表 層 8.7 7.3 7.2 4 0.67 0.100 <0.5 1.2×10² <0.005 <0. 1

中 層 8.3 3.7 4.8 2 0.51 0.084 <0.5 8.5×10¹ <0.005 0. 1

8.2～8.8 5.32 6.12 3.2 0.748 0.1057 <0.5 7.28×10¹ 0.0057 0. 15

表 層 9.0 8.6 7.5 4 1.10 0.150 <0.5 6.9×10¹ <0.005 0. 2

6 中 層 8.3 4.1 5.4 3 0.76 0.100 <0.5 1.1×10² <0.005 0. 2

月 表 層 8.4 4.6 6.1 3 0.71 0.100 <0.5 1.2×10² <0.005 0. 1

13 中 層 8.2 2.2 5.0 2 0.57 0.090 <0.5 7.0×10¹ <0.005 0. 1

日 表 層 8.7 9.9 7.4 4 0.63 0.096 <0.5 7.7×10¹ <0.005 <0. 1

中 層 8.4 4.6 5.1 3 0.52 0.086 <0.5 1.1×10² <0.005 <0. 1

8.2～9.0 5.67 6.08 3.2 0.715 0.1037 <0.5 9.27×10¹ <0.005 0. 13

表 層 8.4 4.2 5.5 2 0.80 0.100 <0.5 1.0×10² <0.005 0. 2

10 中 層 8.3 4.2 5.0 2 0.72 0.100 <0.5 1.0×10² <0.005 0. 2

月 表 層 8.5 4.6 5.3 3 0.69 0.100 <0.5 1.0×10² <0.005 0. 1

19 中 層 8.1 2.1 4.6 1 0.49 0.090 <0.5 9.0×10¹ <0.005 0. 2

日 表 層 8.7 6.4 7.3 4 0.60 0.091 <0.5 5.6×10¹ <0.005 <0. 1

中 層 8.4 3.9 5.3 2 0.48 0.088 <0.5 9.5×10¹ <0.005 0. 1

8.1～8.7 4.23 5.50 2.3 0.630 0.0948 <0.5 9.02×10¹ <0.005 0. 15

表 層

中 層

月 表 層

中 層

日 表 層

中 層

～平　　均

1回目

2回目

3回目

平　　均

p H

平　　均

：

：

3回目

2回目

測地点名

2回目

1回目

：

r

1回目

2/3r

3回目

1/3r

平　　均



(汚濁負荷量が増加する場合)

７. 排出水の排出に伴い予測される周辺公共用水域の水質の変化の程度及び範囲並びにその

  予測の方法

 (1) 汚濁負荷量の増加の有無 （ 有 ・ 無 ）

   (汚濁負荷量の増加がない場合は、(2)以下は省略することが出来る。）

 (2) 周辺公共用水域の範囲

 (3) 周辺公共用水域の水質の変化の予測の方法

 (4) 周辺公共用水域の水質の変化の程度

水域名 測定地点 区分
BOD
mg/l

COD
mg/l

SS
mg/l

T-N
mg/l

T-P
mg/l

Cu
mg/l

n-Hex
mg/l

現 況 3.11 5.14 3.46 0.74 0.096 <0.5 0.0052

予 測 2.875 4.907 3.558 0.696 0.0893 0.5 0.0121

現 況 3.19 5.02 3.38 0.72 0.089 <0.5 <0.005

予 測 2.853 4.895 3.546 0.687 0.0887 0.5 0.0068

現 況 2.85 4.89 3.54 0.68 0.089 <0.5 <0.005

予 測 2.846 4.892 3.542 0.684 0.0885 0.5 0.005

当施設の排水量は最大で1550ｍ3/日となり、直接海域へ放流されるため新田式によって公共
用水域の外縁までの距離（ｒ）を求める。

大阪湾

r/3

2r/3

r



(汚濁負荷量が増加する場合)

測定地点 r/3

S'( BOD ) = 2.85 + ( 7.0 - 2.85 ) × 0.0071 = 2.875

S'( COD ) = 4.89 + ( 7.0 - 4.89 ) × 0.0071 = 4.907

S'( SS ) = 3.54 + ( 5.8 - 3.54 ) × 0.0071 = 3.558

S'( T-N ) = 0.68 + ( 2.3 - 0.68 ) × 0.0071 = 0.696

S'( T-P ) = 0.089 + ( 0.2 - 0.089 ) × 0.0071 = 0.0893

S'( ｎ-Hex ) = 0.5 + ( 1.0 - 0.5 ) × 0.0071 = 0.504

S'( Cu ) = 0.005 + ( 1.0 - 0.005 ) × 0.0071 = 0.0121

測定地点 2r/3

S'( BOD ) = 2.85 + ( 7.0 - 2.85 ) × 0.0018 = 2.853

S'( COD ) = 4.89 + ( 7.0 - 4.89 ) × 0.0018 = 4.895

S'( SS ) = 3.54 + ( 5.8 - 3.54 ) × 0.0018 = 3.546

S'( T-N ) = 0.68 + ( 2.3 - 0.68 ) × 0.0018 = 0.687

S'( T-P ) = 0.089 + ( 0.2 - 0.089 ) × 0.0018 = 0.0887

S'( ｎ-Hex ) = 0.5 + ( 1.0 - 0.5 ) × 0.0018 = 0.501

S'( Cu ) = 0.005 + ( 1.0 - 0.005 ) × 0.0018 = 0.0068

測定地点 r

S'( BOD ) = 2.85 + ( 7.0 - 2.85 ) × 0 = 2.846

S'( COD ) = 4.89 + ( 7.0 - 4.89 ) × 0 = 4.892

S'( SS ) = 3.54 + ( 5.8 - 3.54 ) × 0 = 3.542

S'( T-N ) = 0.68 + ( 2.3 - 0.68 ) × 0 = 0.684

S'( T-P ) = 0.089 + ( 0.2 - 0.089 ) × 0 = 0.089

S'( ｎ-Hex ) = 0.5 + ( 1.0 - 0.5 ) × 0 = 0.5

S'( Cu ) = 0.005 + ( 1.0 - 0.005 ) × 0 = 0.005



８. その他当該特定施設の設置が環境に及ぼす影響についての事前評価に関して参考となる

  べき事項

 (1) 特定施設の管理体制

銅加工品課内に管理チームを設け、使用前点検を実施。

 (2) 汚水等処理施設の管理体制

総務課に担当者を置き、管理を実施。

 (3) 排出水の分析体制

 (4) 用途地域

工業専用地域

 (5) その他参考となる事項

特になし

分析項目：pH、BOD、COD、SS、ノルマルヘキサン抽出物質含有量、フェノール類含有量、
　　　　　　　銅含有量、亜鉛含有量、溶解性鉄含有量、溶解性マンガン含有量、クロム含有量
　　　　　　　ふっ素及びその化合物、ほう素及びその化合物、大腸菌群数、窒素含有量、燐含
　　　　　　　有量、アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素、硝酸性窒素
分析頻度：年2回
分析期間：三菱マテリアルテクノ株式会社 大阪化学分析センター
　　　　　　　(COD、窒素含有量、燐含有量及び流量については毎日分析を実施する)



別図①　　付近見取り図

No.1排水口

No.1排水

◎

環境基準点
C-4



別図➁　　平面図

工業用水

冷却塔（既設）

冷却塔（新設）
SCR工場

（建屋増設）

型銅工場

銅ボール工場

（バレル研磨槽）

バキューム車にて系外へ

油水分離槽

上水

分析施設

合併処理施設 凝集沈殿施設

スラッジ

一部バキューム車にて系外へ

汚泥

No.1排水口

1168m3/日

[1550m3/日]1118m3/hr

236m3/hr

990m3/hr

沈降槽

ドラフトチャンバー バキューム車にて系外へ

トイレ、風呂、食堂

893m3/日 【1163m3/日】

180m3/日

【180m3/日】

65m3/日

【65m3/日】

30m3/hr【142m3/hr】

工業用水 ：

循環水 ：

上水道 ：

排水 ：

特定排水 ：

※ 排水量：通常値 【最大値】



別図➂　　調査地点

調査地点は図に示す付近と致します。

調査日に船舶は停泊していない。
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